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ニタデ「 31名 ●■夫生。

真光寺!liて
一者に学害 した子どとこた。

一ナ'.一メ【,す長克生力Ⅲら,手莞証書を受け取 3.

そう読にマナ:ンタ声Ⅲヤつて議摩に二五二て進

学後の亀真を思いだいに許 る。

また 岳字爾う思い魁を生員で詩劇風に章明

する3そ して告唱。演出が見事だ。

この 震のこと!ま採〈約に劇まれたであろう。

と 花 吹雪の中iた 板生の作る人垣の トン

ネルを着つて裏立ってi子つたっ

5点 2 6自 t求'

出本 きんポ章衝 して下きり有言で真比キ●

電源開発●r変電所を見年す る。

穫内に真光キ十1にす環瓦仁!一つがとこす。

所長 と緒譲課長が変電所の機能投言1を癖説

し広い構典を秦由 して下さろ。
｀
多摩丘糠●力封“t嶺に位置 しガtは勇光寺川 と

オ平l f iに力手れ五れ とな る。

春轟の後方 「みなと未舞 2i」 が遼望され

た。轟幸森か ら題に E 8 k亜 は隔たつてい

るが塩害があるとい う。地下か ら清水 を波

卒上tデ見プメンダラーて韓子にといでけ
1る。

それがそ力iて真光キすl i  Jヽ、流れ'二む。

3) t 3 1回 げ1 )

せ上 を小新井先生からのお手紙を頃す。
「真光寺,1 1のお話 しをして頂いた手ども達
も元気に事業 していきま した。本校は統合
のため問校 とな ります。七田出小 とな り現
は生六小へ移転 します。材も十ヒ枝へ弦にい
たします」

4) 1  4 1 ! (金 )
これまで嘉 3,スt曜明に瞬経 していた幹事空:
を第 1位 "芝日に愛更 した。 「一令空」 と呼
ぶことになつた。先念 していて電話で院て
て柳【前のスエ ヒロハ、駆けつける。
そろそろ 「真丸寺ナiほつ り」に樹Ⅲらなく
てはとい う専などぅ

4す1  1  3 i l (河)肯 掃 作業 Fl

観的1寄:選ャ早めに投票をすませて剛戸親な
へ。快靖.1章々 しい眺望。鶴見サ11卜算光寺

4月 l T要 〔■)綿 蓋検査のな解集
一寿諄証を援をわれていた務前きるが元気

になられ細茜検査を再開 して頃けることに

をつた。

下堰観泳一斉戸親十一元真元寺監在所裏の

3き 所から二十店宗■けて水ナン
'プルを採

実するけ

うららかな春 軍駒である。道々ごみを拾い

たがら歩く=

しただ橘の下手、車を疑 らす と声の葉の陰

にカルガその長島●‐夢がらを,と見える。
雛確うと義域て捕らのだろうか。

5,弓11冨  tS'靖 掃 f午業揮

3寺 ■、穂声魂す兵合、

蓬寝寅を組●ていた1発司 きi _′おf寄声を上( |

まさしく7青虎だ。原囲を話 し合 う6-つ の
能劇は先 郷まて=弱 を覆 つていた青藻が こ
の時期黒ずんだ馳となって洗ゎている。
これが何ら|ち●ルでおヒf'1踊を兵たしたc
ではな 7b tろうか。し1ずれに ヒてる自然の複
元力には端鹿す式Ⅲらぎると■3ミれる。
それに しても白 t々は 「人間の横暴」をどこ
主て許容 してく11_こつてある ,■ .
予f比小の大川先生 も坊ちゃんンと参加される。
■検から4学 生を炉血拝様に秦為されるそ
うだ。

情掃iF業を してし,ると散1歩に,ごら義ナA,かが声
をか汁て下きる。
「■手はカルカモ佐チ雛を見かけませんね」
警芦 'オ その ことを気にか′

｀
テ雑1つ雑にを心

|キちに してし1るのだ。
それに しても 「しただ謡J丁 子の夢Fはどぅ
なって しまつたのだ毛うか ?カ ラヌどが ?青
A培 洛: 1卒 きな連想おi頭をよぎる。一見平
和を受光キ|| |もカル方モにとってほ天敵に
荷らた)と瑛地存あろうかっ
季節はi笙中‐今 日も川は穂やかに流れてしヽ
る。生てを担みこみそこて緑 |二 がれてい
る序 しし'内雅●摂理については房5ろ うとは
とをしt。

Ⅲ
さあ.清 掃俸業だ !"

廃戸親水で朝のミーテンダ

巣立の季諦

真光寺川を7詩流にする会 t世話′八、山口拓郎
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